令和1年度　第1回　八尾市地域看看連携会議　議事録
開催日：R1年　5月　29日(水)
開催時間：18：30
場所：八尾市立病院　北館2階 
出席者：14名

司　会：古山　　書　記：杉本　　＜敬称略＞
≪　内　容　≫

1. 今年度の看看連携会実施予定
5/29　看護サマリー、事例研究　7/24　相互研修の調整
10/30　相互研修の報告会日程決定　3/4今年度のまとめと次年度の計画
・相互研修について
　病院から訪看STへ　10月頃に2名、外科病棟退院支援Ns、入退院支援Ns
　訪看STから病院へ　6月より募集し、9月～11月に実施
　　1日の研修は対応が難しく、出来れば半日でストマ外来、難治性潰瘍外来、褥瘡
　　緩和ケアチームは毎日ラウンドしているためそこに参加すればアセスメントを
　　みることができる。水曜日にはカンファレンス実施している。
　去年は1ステーションから数名の参加であったため、新しいステーションが参加できる　
　ような計画を立てていきたい。
　病院からの参加者は誰でも行けるわけではなく、院内で規定を決めないといけないと　思っている。(ラダー4以上など。)人数も実績を作って広げていく。
　どういうことをしているのか

　受け入れるステーション側もしっかりと教えれることが条件になってくる。
・教育ステーション事業、介護保険事業所連絡協議会との協働運営
　府から災害、法令順守を同一内容で複数回開催予定、なるべく重ならないよう各地域でも病院と共催
　連絡協議会との共催3回(案)：災害は重なるため、違うことをするか法令厳守は居宅部会で。
　訪問看護の使い方：病院、ケアマネに対して毎年3回はしていた。
事例検討会を検討。→何を目的にするのか。ヘルパーさんも対象にして多職種を呼ぶ。
2.7月に予定をしている八尾市立病院との合同事例研究会について
　去年の分が7～8部あり　そのうち1事例が本部で発表。発表されていないものが多数あり、その中から選考して発表するのもいいのではないか。
　前もって病院に事例を渡し、発表後に講評などいただける予定。
　井上ブロック長にて地域連携室へメールかfaxする予定。
3.看看連携における看護サマリーのあり方について
　病院からのサマリーには在宅でへの課題が入っているのがベスト。
　ご本人のゴール設定から病んはどこまで出来ているかを記載、その後退院前カンファレンスを実施し、訪看へ繋げれることが理想。
　訪看から病院へのサマリーでは、どのレベルまでいけば在宅復帰できるのかの目安になる内容が入っているのがベスト。病棟看護師は良くして帰さないとという思いがあり、在宅への敷居が高くなっている。入院の時点で退院へ向かっているため、ADL、在宅での家族のマンパワー、様子、ターミナルであれば家族の理解度等が入っているのが分かりやすい。不足分をそれぞれが足していくのが目標。
・発電機、蓄電器について
　大阪府で44か所に2つずつ設置予定。八尾では年末に桃李訪問看護ステーションに設置
　予定。

次回の会議： 7/24　(水)18：30～ 八尾市立病院 
